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第１回 震災伝承検討会議の議題

（１）「震災伝承検討会議」の役割・スケジュール

（２）「石巻市震災伝承計画」の枠組み（案）

（３）震災伝承の現況と課題

（４）震災伝承等に関する意見・意向
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第２回 震災伝承検討会議の議題

（１）第１回検討会議を振り返る

（２）現地視察報告を確認・共有する

（３）石巻市における震災伝承への取り組みを共有する

（４）今後の進め方とスケジュールを確認・共有する

（５）今後の震災伝承等に関して協議



意見の振り返り

・第１回会議では、意見が「震災伝承の理念の
考え方」、「伝承する内容」、「伝承の方法」に
概ね集約され、その他に「情報館のあり方、直
すべき点」などについて意見が出された。

・第２回会議では、「震災伝承の理念の考え方」
にテーマを絞り議論

・第１回会議後には現地視察も実施。視察参加
者による視察報告にて意見聴取を実施した。
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意見の分類

１．震災伝承の理念の考え方

２．伝承する内容

３．伝承の方法

４．施設のあり方
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１．震災伝承の理念の考え方

震災伝承の理念
の考え方

4

何のために伝
えるか【目的】

未来に生きる子どもたちや
今を生きる人たちに、それぞ
れの地で防災について考え
てもらうために震災を伝えて

いく

祈念公園、伝承施設、プログ
ラムなどがあることで、次の
災害で亡くなる方を一人でも
減らせるように、震災を伝え

ていく

起きた悲劇を伝えて二度と同
じ悲しみを生まないようにする
ため、震災を伝えていく。自然
災害への対策、起きたことの
恐ろしさを体で感じられるよう

に残していく

誰に向けて伝
えるか【対象】

後世へ、全国へ、全世界へ
震災を伝える

学校教育に携わる人へ伝
える

目的、内容、主体、
対象、方法、活動
場所、伝承活動、
発信等の枠組み
を整理する

理念を考えるにあたり、目的、内容、
主体、対象、方法、この枠組みでまと
めていく。こういう物を、各団体、語り
部をやっている方々から情報収集をし、
会議で全部を付き合わせていくと最大
公約数が見えてきて、そこから目的、
内容、方法、全てを見て検討する

既に拠点的に活動している
所の場づくり、伝承の活動、
外への発信の取り組みを
把握し、この3 つの枠組み
を体系化して整理する

50年経っても100

年経っても、その
思いや物事が永続
的に伝わっていくよ
うな形にする

みらいの人、体験していな
い遠くの人へ伝える

次の世代の人へ伝える
聞く人に力があるということ

を信じる

未来に生きる人たちに・今
を生きる人たちに「自分の
命は自分で守る」ことを伝え、
「自分で判断し行動する子」

を育成する

世界へ「情報発信」する

今後、津波被害が懸念される
地域をターゲットに啓蒙活動を
行う。東南海地震津波が起
こった後は、石巻は忘れられ
てしまいそうなので石巻の経

験を活かしてもらう



１．震災伝承の理念の考え方
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震災伝承という概念とは
何かを検討する

震災伝承の概
念から考える

震災伝承の理
念

自然災害も人間の心掛け
や努力、対策によって防げ
る部分があるから、伝承、
教育を行う必要がある

日ごろ防災行動につな

がる内容に直接触れる
機会がない人でも学ぶこ
とのできる場をつくる

伝えたいことを対象に受

け取ってもらうための多様
なコミュニケーションのあり

方を生み出す

孫子の代まで伝えていく。
受け止める人があっての

伝承である

「なぜここを遺したのか」と考
えるであろう未来の人たちに、
ここに遺した人の思いも含め
たメッセージを伝える

遺構を見ると津波を思い出し
辛いという気持ちは無視でき
るものではないが、30年後、
50年後、100年後に初めて石

巻を訪れた方々へ伝えるとい
うことを一番に考える

中越の山里での「土砂崩れや土石流」
と、東日本大震災の広域の被災地に
おける「巨大津波」の被害とでは被害
は大きく異なる（災害規模、復興事業、
ボランティア活動、仮設住宅の「規模」
や「対応」も全て）。災害の「地域特性」

に応じた伝え方をする

・「人間と自然とが、どう共存・共生し生きていくのか？」さらには「地球環
境問題」ともリンクさせながら ・巨大津波（歴史津波）を地球規模で捉え

・学術研究を推し進める「東北大学」とも連携を持ちながら ・世界的な視
点での大きな「理念」「視野」でもって ・震災で得られた様々な「知見・経
験・研究成果・情報」、「歴史・風土・伝統芸能・食文化・祈り」などを多面
的に全世界中へ、アピールする

「震災伝承」は、まず住民
の「意識改革」から始め

る

単に時系列の変化が伝わ
るだけでなく、避難の教訓
から防災のアクションにつ
ながるような残し方をする

石巻での震災伝承を「災害
と共にある日本」を感じさせ
るような普遍性を持つもの

にまで昇華させる

「津波の被災者＝（避難で
きたはずなのに）大きな過
ち」と正視して捉え、展示内
容や伝承方法を検討する

東日本大震災に於ける
「震災」の定義を明確に

する



１．震災伝承の理念の考え方

公園ガイド、施設ガイド、語り部、公園の草花
の世話・・・など、様々な市民の関わりがあり
得る。予算削減の観点からも、計画段階から
各レベルの住民参画の必要性と、その構築支

援を想定しながら進める

復興祈念公園の計画では既に市民活動の重
要性が位置づけられているが、遺構の整備計
画策定にあたっても、実際に伝承活動の担い
手となる地域の町内会や団体の参画が得ら

れる形とする
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伝承の担い手
【主体】

思いと覚悟を持って、後世に
伝えていく人がいなければな

らない

最終的には地元の人・体験
者が伝えていく

何をもって「語り部」とするか、
関係者の意識共有をする機会
をもつ。是非、広島等、語り部
の「覚悟」や強烈なメッセージ
性を学ぶ機会が欲しい

遺構保存・利活用について、「中越メモリアル回
廊」から学び、地元の町内会などへ要望も受け
ながら、思い切って地元に任せ、行政が側面的
にバックアップを行う。地元の人たちで運営する
ことで地域の活性化・雇用創出にもつながり、地

域としての責任と自覚も育まれる

継続性のある伝承のためには、
物より人、組織を大切にする

住民の多くが「将来に伝えなければならない」と
いう強い思いを持つことが必要。かつその思い
を形にするための組織、震災のメカニズムの分
析、将来的な対応策等の研究を行う学術研究
機能を備えた（神戸の防災センターのような）施

設をつくる

思いを持って行動する人が震
災伝承を担う

民間だけではなく、石巻市からも、行政の立場で
の苦労や教訓を伝える担い手が出てくる。石巻
市職員が乗り越えてきた多くの課題や教訓を日
本各地の行政職員に知ってもらうことは、日本
全国の多くの命を救い、災害後のスムーズな行

動につながる



１．震災伝承の理念の考え方

震災伝承の議
論、計画のあり

方
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卒業生の声、若い世代の声
を反映させるため、視察も含
めた検討の場に参加してもら

う

石巻にいない子たちも含め
た若い世代にメンバーと具体
的な伝承の内容を話し合う

場を設ける

何を伝えるか、何を語り繋い
でいくか、なぜ伝えなければ
ならないか、残した後の利用
方法等を丁寧に議論をして

いく

中越では、「中越メモリアル回廊」の構
想が出来るまで住民と行政・ＮＰＯ・
（公社）中越防災安全推進機構等が、
徹底して会議を積み重ねてきた。この
ような丁寧な話し合いや柔軟な考え方

を取り入れる

中越での震災伝承の議論に
おいては（公社）中越防災安
全推進機構が中心的な役割
を果たしたという。このように
専門的見地から、リードできる

組織体をつくる

検討会議メンバーで「何を伝
える為に残すのか」の共通

認識を持つ

単に「ここをこういう風に整備しま
す」「ここに碑をおきます」ではなく、
「こう伝えたいからこの部分を残
す」「この教訓を伝えたいから、こ
の見せ方にしよう」という風に、機
能と設備を対にして検討する

この検討会議では、50年、
100年経ってもブレないような

「理念」「遺構として残すべき
価値」「伝承すべき内容」の
議論に一番時間を割く

拠点の理念
国営公園では市内各地の状
況も網羅し、学術的な成果も
含め、世界的な規模で発信

する

地球規模で自然災害のこと
を発信する

ハードとソフトの議論を対立
させず、（業者任せでなく）自
分たちで考えて施設を作り上
げるプロセスを大切にする

地域の人で震災を伝える施
設をつくっていくことを明示し、

実践する

拠点が備える機能として、地域の
住民が代々活動に携わりながら
次の世代に伝えていくような「地
域に根差した伝えるしくみ」と、行
政がそれを永続的にバックアップ
し守っていくしくみをつくる



１．震災伝承の理念の考え方

伝承対象地
域・施設を検討

する

石巻全域で考えていくの
か、分けていく事も可能
なのかどうかを検討する

震災遺構周辺は取り上げるに意
味があるが、それが石巻の震災
の全容を示すものでもない。水産
都市石巻の視点からとらえ、旧北
上川東岸の湊・渡波地区も取り上

げる

日和山、門脇、大川ばか
りではなく、湊、渡波のよ
うな津波被害の大きな地
域についても伝承をする

伝承内容や方法は被害規模
や被害内容で大きく違ってくる
ので、統一した伝承方法は難
しい。各地区の伝承方法（語り
部）を実際に聞き、良いと思わ
れるところを取り入れる

東松島、女川などと連携
をする

近隣の東松島市や女川
町との連携を取る
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地域間連携・
役割分担（市

内）

南浜だけではなく、牡鹿、雄
勝、渡波などについても伝

承をする

市内でも地域ごとに被害の
状況が異なるなか、地域ご
とに役割分担し震災を伝え

ていく

被災前のことや街のなりた
ちも含む市全域の情報が
わかる南浜の拠点施設と、
被害の大きかった各地を結

ぶ拠点をつくる

木籠メモリアルパークでは地域住
民が他地域の人たちの力を借り
て震災伝承、施設の維持・管理、
地場産品の販売など「地域おこ
し」も担っている。石巻でも地域ご
とに、こうした活動に取組む



１．震災伝承の理念の考え方
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地域間連携・
役割分担（市

外）

「一市九町（一市二郡）」と
いう感覚がある。東松島・
女川も併せて震災伝承の

あり方を考える

皆が訪れる拠点施設で地域
全体のことを把握し、女川、
東松島も含めた次の場所へ
向かう構造にする。来訪者も
時間の調整がしやすい

広域圏でも連携し、石巻市が中核
となって、石巻地域独自の“命のき
ずな”を構築していく必要がある。
「復興祈念公園」「まちなか伝承館」
「文化施設」「福祉施設」「慰霊碑」と、

NPOなどとの連携や調整も行う

東日本大震災被災地では沿岸一
帯に類似の施設・公園が並ぶこと
になるが、これらが「バラバラさ」
を内外に示す施設群にならないよ
う、縦割りの行政を超える工夫を

行っていく

市民憲章との
接続

市民憲章の文中に震災
伝承に通じる内容を盛り

込む

基本理念、基本方針が何より大
切。何を伝えるのか、その意義・
価値を明確にし、市民が取り組み
易い、具体的で、唱えやすい表現
にする。石巻市民憲章に盛り込む

のが良いと思う

現在の『石巻市民憲章』を見直し、新
たに「津波・洪水」「市民の自助・共助」
「自然との共生」という理念を付け加え、
従来同様に地域・学校・企業へ、日頃
から「自然災害への備え」として徹底
する。そのための市民レベルでの検
討委員会を設置し、検討する
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２．伝承する内容

伝承する内容

南浜は火事の被害が大きくて被
災が大きくなった地域、直接的
な海からの津波によって被害が
大きかった地域、大川のように
川を遡上した波での被害が起き
た地域があり、被災原因の違い

について伝承する

街歩きをしたときに、津波の
高さと距離、浸水域というも
のを見て分かるようにする

火事や津波な
ど、被害の違
いについて

津波被害に
ついて

広島の原爆・神戸の大地震
に対し、津波被害のあった石
巻では「津波の恐ろしさ」を前

面に出して訴える

震災前の地理、
歴史、人々の生
活、防災の方法
について

津波の悲惨さばかりで
はなく、何年前にはこう
いう津波があった、地震
があったという歴史的な

事も伝えていく

昔、南浜では人々はどうい
う暮らしをしていたのか、
津波に対して普段からどん
な心掛けをしていたのか、
人々の暮らしも含めて、津
波の恐ろしさを伝える

南浜について、津波だけ
の災害の悲しみだけを
伝えるのではなく、生活
基盤そのものを世界に
向けて情報発信をする

石巻の地理と歴史を教え、こ
ういう地域だったので、津波が
来たという事を教える。地域と
いうことを考えながら伝承して
いくという視点を、石巻市の伝
承委員会が持ち、50年後、

100年後に繋げていく

何故石巻はこれだけ被
害が大きくなったのか、
過去はどうだったのか、
ではどういう取組みをす
るのか、という視点を入

れていく

「何を伝えるのか」「どう伝
えるのか」を明確にし共有

する。

土地や建物、戝産、人（家
族や親戚）、地域環境（人
口流出や生活環境の変

化）

今回の東日本だけではなく、
過去の歴史背景も展示す
る。大正2年の話は今のう

ちに記録しておかないと伝
えていく人はいなくなるの
で、そういう資料も収集し、
一連の流れで捉えていく

集団移転した所は地図
から地名が消えてしまう
ため、被災した地名を
「何丁目跡」というような
形で地図に表記をして

残す

被災前のことや街のなり
たち（どういう経緯で街
が大きくなり被害が拡大
したかなど）を伝える



今回の災害で石巻市の災害医療が大
きく変わったことを残し、伝承する

津波の被害にあった方、亡くなった方
が今、メインで議論されているが、財産
を失い、集団移転している方々も犠牲
者であることを含めて伝承をする

NPO、個人活
動について

石巻市は最も多くのボランティアやNPOの支援

を受けたにも関わらず、外部からのこれまでの
支援に対する公式の御礼の機会すら設けられ
ていない。今後、石巻訪問する多くの方々は
「支える／支えられる」のどちらの立場でも学び
を得てもらいたいため、被害の実情だけでなく、
支える側の貢献も伝えられるような計画をする
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２．伝承する内容

災害医療につ
いて

集団生活再建
について

一般的に、津波大火という概念で言われ
ているが、門脇大火である。言葉の使い
方自体も、概念が違ってくるので、門脇
大火という言葉で、概念として捉える

門小だけが、大火の震災遺構ではない。
焼けた大木、黒くなった石垣が黒くなって
いる。今回の震災工事で市営住宅を建て
ているが、その背後にも、家がぶつかって
燃えて、擁壁に焼けた痕跡があった。そう

いう物は本来保存する

大規模な津波
火災について

小規模な津波
火災について
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２．伝承する内容

震災の教訓

未来に生きる人たちに・
今を生きる人たちに「自
分の命は自分で守る」こ
とを伝え、「自分で判断
し行動する子」を育成す

る

過去の災害事例の見学というよりも、「今後起こりうる災
害」に対して「災害前に考えることの大切さ」「共有するこ
との大切さ」「災害が起きた時の情報収集と整理・危機
予想」をすることによって、「守られるべき命があった」と
いう事から「命を守る行動とは」を来た方々はもちろん、
石巻市民にも改めて考えることが出来る場所にする

震災時の失敗

震災を長く伝え、次の命
を守る行動につなげても
らうには、思い切って「失
敗」を伝承してゆく

伝承する内容
に関する方針

自然の偉大さ、人間の限
界、あの日までの日常、あ
の日にとんでもないことが
起きたこと、あの日からの
苦悩をなど、大変なことが
たくさんあったのだというこ
とをそのまま丸ごと伝える

事実は事実、不明なことは不明な
こととして事実をすべて挙げ揃え
る（例えば学校管理下でなくとも
小学生の中に自宅に帰宅してい
て亡くなった子たちがいたことな
ども含めて）。そうでなければ、後
世に伝承していく意味もないし、

訴える力も弱まる

各場所で何をテーマ
にするか、関係者で共

有する

・「人間と自然とが、どう共存・共生し生きていくのか？」さらには「地
球環境問題」ともリンクさせながら
・巨大津波（歴史津波）を地球規模で捉え
・学術研究を推し進める「東北大学」とも連携を持ちながら
・世界的な視点での大きな「理念」「視野」でもって

・震災で得られた様々な「知見・経験・研究成果・情報」、「歴史・風
土・伝統芸能・食文化・祈り」などを多面的に全世界中へ、アピール
する

南浜では、東日本大震災
の全般的な被害状況、宮
城県の被災状況、石巻市
全体の被災状況が伝える

伝承の対象範
囲・ポイント

石巻市域で広く住民や遺族の
要望・意見を聞きながら、“命
のきずな”として「悲劇の場所」
「大切な記憶」となりえる地点
を増やし、「太いきづな」へと紡

いでいく
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２．伝承する内容

復興状況につ
いて

千年に一度と言われる震災を体験
した者として、防災教育の観点から、
自分たちがどのように立ち直ったか

を後世に伝える

命の大切さに
ついて

「命の大切さ」「大災害が発生したと
き命を守るためにどうすれば良い

か」を学んでもらう

防災計画、取
組みについて

防災教育の重要性を改めて認識し、
行政、幼児・小学生・中学生・高校
生・大学生・会社などの防災教育を

見直す

支援に対する
感謝

震災支援を全国や全世界中の人々
から支援を受けた立場として、その
恩返しに被害の現状を後世に残す

ことだと強く感じました

個別の内容

日和幼稚園児6人が亡くなったという事実・教訓

は重い。「幼い命が津波で失われた」という事
実・悲しみを行政も積極的に受け止め、多くの
人たちが車と共に山際に打ち付けられ、亡く
なった津波大火（門脇大火）を伝承する意味で

も「メモリアル回廊」に組み込む



学校教育の中
で伝承・防災教
育をする

学校教育の中で防災教育を進
めていく

学校教育で、津波が来た事、地震が
来た事、何年も前からこんな風に繰り
返しながらやってきて、人々がどう
いった力で這い上がってきたかという

石巻の歴史を伝えていく

３．伝承の方法

伝承の方法
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学校教育のなかでの震災教育の位置づ
け、また震災を子どもたちにどう伝えていく
かを検討する。例えば「自ら命を守る」「自
分で考え判断する子どもを育成する」と
いった狙いを打ち出し、指導する

計画的・実践的な防災教育
を推進する。教育課程の中

に位置付ける

教育委員会とタイアップして伝
承を考えていく。副読本など教
材化についても検討する

そなえ館では義援金の残りの一部を
学校の防災教育へ補助している。民
間・行政のみならず、学校教育の中
に震災伝承を位置付け、こどもたちが

伝承の担い手になっていく

防災教育の重要性を改めて認
識し、行政、幼児・小学生・中学
生・高校生・大学生・会社などの

防災教育を見直す

家庭の中で伝
承をする

最小のコミュニティーである家
族の中で伝承をする。備えや
災害時の待ち合わせ場所・待
機日数などを決めておく

人から人に伝えるものとして、親から
子、子から孫へと家族間での伝承や
語り部活動などあるが、他の伝達方
法（例えば口承音楽のような）も作り

出していく

日常生活の中
で慣習として伝

える

広島、長崎のようにサイレ
ンで震災発生の時刻を知

らせる

「はだしのゲン」や「ガラスのうさ
ぎ」のような絵本で、地域に育
つ子どもに身近で当たり前のも

のとして震災を伝える

終戦から70年が経つ今、広島では「体験

者がいなくては来る意味がないのでは」と
いう声が上がってきているが、体験者がい
なくなっても伝わるように、生活の中で慣

習として伝えていく



３．伝承の方法
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地域の活動の
中で伝える

地域で発生した取り組みを大切
にして、地域に根差した活動を
数多く続けていくための、人が
介在するしくみをつくる

地域と連携し、複数の避難
経路の検討・避難所の運
営・防災訓練の実施などを

行う

山古志の「ふるさと会」はメンバーから満
足感が伝わってきた。訪問者数、売上、報
酬、メンバー数、感じられる「生きがい」等
が、良いバランスで今の規模になっている
ものと思う。石巻でもこうした自主的かつ
継続的な活動を生み出す仕組みをつくる

木籠メモリアルパークでは地域住民が他
地域の人たちの力を借りて震災伝承、施
設の維持・管理、地場産品の販売など
「地域おこし」も担っている。石巻でも地域

ごとに、こうした活動に取組む

行事で伝える

地域の人たちの防災意識を高めて
行く上でも、震災遺構の門小、大川
小の「校庭」を地域の「防災訓練」の
場として積極的に活用し、生活の一

部として「行事化」する

「救えなかった命」に対して
追悼行事を行う

語りによって伝
える

来訪者の理解を深めるため、
施設間の移動時にも説明する

人を付ける

ハード面も大事だが、ソフト面は
より重要である。語り部の質で記
憶に残る度合いが違うので、伝

える「質」を高めていく

感情を揺さぶる「語り」が必要で
ある

震災遺構という施設で視覚情報
として訴えるのに加え、適切な説
明によって、認識が変わるような
感動を与えることで伝えていく

街の中に表示
を設ける

浸水域を示す看板を市内全域
どこにでも設置し、子どもの関
心、危機感を喚起し、防災意識

を高める



３．伝承の方法
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震災遺構で伝
える

広島では街全体は被災し、遺構が空
間的・時間的に「島のように」残った。
伝える人を後押しする遺構を、現地
で（博物館のようにせず）できるだけ
多く、そのままを凍結して残す

言葉だけでなく、目から訴え
る震災遺構を通し伝える

その地域の過去の災害歴史も
伝える場として遺構をのこす

遺構によってその地域の過去
の災害歴史を伝える

震災遺構として遺す旧門脇
小校舎と大川小旧校舎には

語り部が常駐する

震災遺構という施設で視覚情報
として訴えるのに加え、適切な説
明によって、認識が変わるような
感動を与えることで伝えていく

震災遺構を線でつないで各々
の遺構の特徴を説明する

観光で沢山の人が訪れる場
所に震災遺構を残す

石巻ではほとんどの場所が津波
被害を受けているので、広範囲
にわたって震災遺構を遺す

広島と神戸を比較すると、遺構が
多く残っている方が人々の関心
が高く、多くの人の来訪に繋がっ
ている様に感じたので、遺構を多

く残す

記念碑で伝承
をする

何百年も伝承していくために、
記念碑を建てる
桜の木を植える

何百年も伝承していくために、文字として
きちんと記録しておく。行政でやるのも一
つのやり方だが、大学で、石巻だけではな
く沿岸全部、太平洋沿岸全ての集団移転
している集落について、きちんと学術調査

をし、記録保存をする

震災の時の物（遺品等）を
展示する資料館をつくる

震災復興の中で出てきた遺留
品が津波の伝承、証言者であ
るので、そういう物も含めて、
拠点の中に重要な核として位

置付けていく

語りだけで何年も語り継い
でいくのは難しい。色々な
資料や現物をきちんと保存
し、それを語り継ぐという様

なやり方をしていく

震災遺物で伝
える



３．伝承の方法
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学術的記録で
伝承をする

何百年も伝承していくために、文字として
きちんと記録しておく。行政でやるのも一
つのやり方だが、大学で、石巻だけではな
く沿岸全部、太平洋沿岸全ての集団移転
している集落について、きちんと学術調査

をし、記録保存をする

地理的情報と
あわせて伝え

る

中越ではパークや施設が「メモリアル
回廊」の一部として位置づけられてい
ることで、その存在や設置の背景が
周知される仕組みになっている。それ

を見習ってしくみを考える

被災地に訪れる人の多くが震災当時TVの放送(報道）を見

ていたと思われるが、その映像がどこの場所なのかを意
外と知らない場合がある。それを知ってもらうためには、地

図＋情報(位置状況）の展示が有効

模型で伝える
3D 「立体地形図」により「石巻絵

巻」を制作する

石巻市は「海・川・山・平野・島」と自
然地形・産業・都市部と農村・浜と変
化に富んでいる。3D模型「石巻バー

ジョン」で石巻市域の被災状況・自
然・歴史・産業・観光などを紹介する

デジタルメディ
アで伝える

複数の拠点を訪れる場合、移動
中（たとえば「門脇・南浜～大川
小」間など）に見られる概要、経緯
説明の学習用DVDを用意する

「きおくみらい」の≪床の地図＋タブレット＝詳細情報≫
の展示はシンプルだが全体像の把握が可能。石巻では
女川～石巻～東松島を網羅し、各地区の津波の高さ＆

被害状況を見るようなものが考えられる

情報収集・記
録・保存する

被災者が健在の内に、地域
の歴史・文化をきちんと「記

録保存」する

長岡の「きおくみらい」では震災関連の書籍を、山古志の「おらた
る」では新聞のスクラップを収集・展示していた。映像も収集して
いるだろう。石巻市でも各学校図書館、地区集会所などでそうし

た資料を収集・展示する体制を構築する

東日本大震災の記録をアーカイブす
るサイトは沢山あるが、著作権・肖像
権の処理に相当に手間がかかるため、

ソフト面で十分な準備を行う

アーカイブ事業を展開するにあ
たり、活用方法を明確にする

神戸のように、人をたくさん
雇って一気に資料を収集する。
地域や目的にまで踏み込んで

情報収集を行う

被災した「教育関係資料」を保存する
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慰霊碑で遺族
や被災者へ配
慮をする

慰霊碑の前は禁煙にする

慰霊碑の前での記念撮影を禁止する。
写真を撮る事は悪くないが、こういっ
た事があった場所という所で記録に
残るので、記念写真だから笑うのは

配慮に欠ける

見たくない人に
も配慮をする

語り継ぎを近くで聞きたくないと
いう現地の方たちも多いと思う。
どう心を乱さずに、ゾーニングし

ていくかを検討する

体験記録を集
める

既存の施設では、見たくないとい
う声に配慮して、あまり資料の無
いところもあるが、情報を求めて
いる人には出せるように用意をす

る

震災時のことを
再現する

そなえ館の「３時間後の部屋」では中高層
住宅の食器や家電が散乱した台所が移設
展示されており、直下型地震の恐ろしさを
物語っている。このように、震災を再現で

きる物品の収集・保存を行う

「そなえ館」での地震の揺れの疑似体
験はインパクトがあった。その津波版
（映像＋音で津波に流される疑似体
験ができるもの）を設置し、津波の怖

さを伝える

災害時に「発災後・瓦礫の上を
歩くのは危険である」と感じた。
瓦礫の上を歩く疑似体験ができ

る設備をつくる



現在の伝承者と来訪者が
求めているものと、会議参
加者が伝えたいものにず
れが生じないように、お互
いの意見を共有する

３．伝承の方法
求められてい
る内容を考慮

する
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単に時系列の変化が伝
わるだけでなく、避難の
教訓から防災のアクショ
ンにつながるような残し方

をする

伝承の方法を
考える

語り部、ゲーム、防災教育等、
少し考えて思いつくようなこと
は既に取り組まれているので、
良い所を吸収し、石巻独自の
工夫を加えるための仕組みを

つくる

広島の袋原小学校（壁面のメッセージ）、原爆ドーム、相生
橋などのようなハードがしっかり残された上で、それらが何を
意味するのか、「もしそれが自分だったなら、自分の大切な
人だったなら」と想像させうる、伝え方が大切である。それに
よって、そこに生きた個人個人のストーリーがあることを改め

て知ることができる

実際に計画、運用された
後も、伝承に関わる方々
での意見交換会などを

行う

独自に勉強会等の活動
を継続していくことは大
変であるため、市からの
援助を仰げるような仕組

みをつくる

地元の伝承者たちの声
が反映されていく事が大
事なので、NPOや個人の

活動を収集し、拾うため
の仕組みを考える

体制

未来永劫、伝承する「仕
組み」を、学校・地域・家
庭・行政・企業など、多
方面にわたって構築して

いく

運用体制

現在は各地区で地元住民
や遺族が無償で語り部をし
ている状況だが、組織（公
益社団法人など）を立ち上

げて運営していく

伝承活動を次世代に継
続していくためにも、若い
スタッフが有給の仕事とし
て関われる仕組みをつく
り、予算を付ける

残された施設の真意を伝
えるには、語りの高度な専
門性と道具立てが不可欠。
語り部を養成するとともに、
運営方法を検討する

神戸の「人と防災未来センター」は数年前と比較して、閲覧
資料がデジタル化されていたが、「紙資料をスキャンしただ
け」という感じであった。ICTをより有効活用した展示ができ

るよう、訪問者やスタッフの意見を柔軟に取り入れる仕組
みをつくる



３．伝承の方法
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きちんと分離された部屋
で、風や寒さに影響され
ずに語り継げるスペース
を場所場所に設置する

大学を卒業するときに、
後輩に引き継ぐ方向性
が変わらないように、内
容の伝承をしっかりする

拠点施設の在
り方

伝承の担い手
を育成する

「メモリアル回廊」として、４か
所の拠点施設と３か所のメモ
リアルパーク公園を設置し、
それらを廻るコースを設定し
ている。施設の維持・管理は

住民が行っている

周遊ルートを
設定する

旧市・町ごとに伝承拠点施設を設け、そ
れを基に巡る特色あるコースをつくる（既
にルートがつくられているところもある）。
その際、なるべく既存施設を活用し、地域
住民が運営・維持・管理を行うようにする

広島・神戸ではリアルな経験
者の話の深さと決意を感じる
ことができた。ハードの整備も
重要だが、伝える人材が一番
大切であり、語り継ぐ次の世

代も育てていく

青少年の防災教育に力
を入れて、全国からの視
察研修を受け入れる

研修の受入れ

今後このような災害を未
然に最小限度に防げる
ように、行政主導で防災

教育を行う

行政の役割

資料館、研修施設、慰
霊碑などと防災教育、語
り継ぐ人の活動とを連動

させる

施設と活動を
連動させる

震災遺構（旧門小校舎）
と南浜地区復興祈念公
園事業と連動して、震災

伝承を行う

震災遺構をまちづくりに活かす。震災
遺構と南浜地区復興祈念公園（国営・
県営）を連動して、震災伝承を行う。避
難経路を辿るコースの中に震災遺構
＝旧門小校舎の視察を入れる

残された施設の真意を伝える
には、語りの高度な専門性と
道具立てが不可欠。語り部を
養成するとともに、運営方法

を検討する



４．施設のあり方

施設のあり方

施設の方針

中越では立派な記念館よりも
崩落現場が印象に残った。立
派な記念館をつくることよりも、
「素朴さ」を大事にして、地域
ごとの特性を活かした回廊を

つくる

多様な来訪者のあり方（家族
連れ、子どもだけなど）に対応
した、学びたいときに学べる

施設をつくる

静かに祈るための場所・時間
と、外からの来訪者が見学す
る場所・時間を分けるなどの
方法で、異なる希望に対応し、

両立させる

石巻市では、南浜の新
公園に建設する施設を
拠点として、そなえ館や
おらたるを併せ持った施

設をつくる

南浜⇒牡鹿⇒女川⇒雄勝⇒
大川⇒北上に各地区の被災
状況などを詳細に伝えられる

情報館を作る

情報交流館の反省を生かし、
限られた予算のなかでも、しっ
かりテーマを設定し、多くの人
に利用してもらえる施設をつく

る

いくら素晴らしい箱モ
ノの作っても、そこに
何をプラスして伝える
かが重要である

仮に、石巻市も中越と同じよう
な展示施設を作っても、特段
の特徴もなく「二番煎じ」の施

設になると感じる

施設の「維持管理」や「人件費」などに
は余りお金を掛けずに、いかにして永久
に語り継いで行くかが、伝承の本質。将
来、維持管理の負担になるような立派
な展示施設、管理施設などはつくらない

震災遺構には補足説
明する資料館を併設

する

住民の多くが「将来に伝えなければならな
い」という強い思いを持つことが必要。かつ
その思いを形にするための組織、震災のメ
カニズムの分析、将来的な対応策等の研
究を行う学術研究機能を備えた（神戸の防

災センターのような）施設をつくる

洗練された専門牲と信
念をもった施設運営が

不可欠

広島を参考に、震災伝承館のような
施設をつくる。南浜祈念公園のビジ
ターセンター以外に、例えば旧門小
の特別教室を利用するなどして震災

関係のものを網羅する

神戸では施設の規模と
その試み・研究交流に
防災の大切を再認織し

た

「津波」の知識と対応を自
分事として知ってもらい、
「津波からは絶対に逃げ
よう」と感じてもらえるよう

な工夫をする

中越メモリアル回廊では「き
おくみらい（アーカイブ）」、
「きずな館」、「そなえ館」な
ど、それぞれの施設に役割
を持たせているように、各
場所の役割を明確にする

石巻市復興まちづくり情報
交流館が、まちづくりを伝え
る施設なのか震災を伝える
施設なのか、位置づけを明

確にする

つなぐ館のように、伝承
のできる常駐者を全ての

情報館におく

21
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４．施設のあり方

「人と防災来来センター」
の常設展示は資料が多
すぎる。経験や教訓を分
かりやすくする展示する

必要がある

神戸の「人と防災未来センター」は数年前と比較し
て、閲覧資料がデジタル化されていたが、「紙資料
をスキャンしただけ」という感じであった。ICTをより

有効活用した展示ができるよう、訪問者やスタッフ
の意見を柔軟に取り入れる仕組みをつくる

「モノ」の展示にあたって
は、「数ではなく質（ストー
リー）」を重視する

展示のあり方

ありのままを感情ととも
に伝える、感情が沸き立
つような展示があると良

い

30年前に見た広島の「黒

い爪」が強く印象に残って
いた。一つ一つ展示が持
つ意味、見る人に何を感じ
てもらえるかを考えた展示

をつくる

中越の「そなえ館」のよ
うに、震災発生から時
系列で展示を行う

山古志の「おらたる」のよ
うに、震災当時からの状
況を写真で大きく展示す

る

「きおくみらい」での床一面の航空写真から記録映像を
ipadで検索・閲覧できる取り組みは画期的だが、時間が
なければipadをちょっと操作する程度で終わってしまう。

それよりも、「おらたる」のような写真拡大と説明展示の
ほうが老若男女すべてを対象にしており親切である

ガラス床の下に街並み
復元模型を置くなど、床
の活用方法を考える

デジタルものと伝承活動の相性が良いのは事実だが、
大多数の視察者は、たくさん情報があっても数か所しか
見ないだろう。「いかに見せるか」と、「それを、どのよう
に次の命を守る行動につなげるか」を考慮した伝承の方

法を考える必要がある

「きおくみらい」のシアター映像は、星、地域的な広
がり、人のフォーカス、など、気持ち良く視聴できる
仕上がりになっている。業者に丸投げではなく、震
災を伝える当事者の間で、石巻ではどんな映像を

つくるか検討する

入口に「生きた魚を水槽に放ち、三陸の海を再現」
する。その三陸の海が猛威を振るったというという
ストーリーが出来て、石巻は魚の町であることもア

ピールできる

震災時の事を
再現する

石巻でも「津波」を何らか
の形で可視化したり体験

できるモノを置く

中核施設は、地域防災の
計画・取組例など来館者が
自分の家庭、地域の防災
に向け具体的なイメージを
もてるような内容にする
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４．施設のあり方

必要な設備・機
能

360度カメラや3Dカメラなどを

使用した立体映像と模型を融
合させ、地域全体の模型と共
に避難経路や避難状況を「見
える化」出来る展示室(体感

室)を整備する

自主財源の確保の
ためには、物販を
行う必要がある

長岡の「きおくみらい」のiPad

を使った情報検索機能は素
晴らしい発想だが、「ここまで

必要か」疑問である

各地区の情報館には、各地
区の被災状況などを詳細に
伝えられるものを設置して、防
災についての講演や勉強会
が出来るホールも作る

石巻の遺構、公園は、「圧倒的な被害」「多く
の犠牲をふまえた教訓」といった、非日常体
験を与える機能が求められる。通常と切り離
した別空間で訪問者の頭を切り替えてもらう
のに効果的な設備として、シアタールームを

各遺構、施設に設置する

災害時に「発災後・瓦礫の上
を歩くのは危険である」と感じ
た。瓦礫の上を歩く疑似体験
ができる設備をつくる

「そなえ館」では震災を若い人に
伝えるための施設として活用さ
れている。伝承施設内に、被災
状況を知らせるだけでなく防災

学習体験の場をつくる

見学者の駐車場について検討す
る。①校庭内の一部を駐車場に、
②石巻南浜津波復興祈念公園の
駐車場から歩いて来てもらうなど

震災の記憶フロアとし
て映像で伝えるシア

ターを作る

祈念公園にしろ、遺構の説明スペースにしろ、教育
旅行での視察受け入れを想定した施設では大きさ
の違う会場が複数必要になる。少なくとも祈念公園
と門脇小を（出来れば大川小も）一体的に考えて、
複数校を時間差で視察受け入る場合のローテー
ションや、部屋の大きさを検討する必要がある

「そなえ館」での地震の揺れ
の疑似体験はインパクトが
あった。その津波版（映像＋
音で津波に流される疑似体験
ができるもの）を設置し、津波

の怖さを伝える

プロジェクタ・スクリー
ンで説明するセミナー
ルームのようなスペー

スをつくる

災害は日常とかけ離れた状
況であるため、訪問者に気持
ちを入れ替えてもらうには、石
巻でも、シアタールームと映
像は非常に有効である

デジタルメディ
アで伝える

「きおくみらい」のシアター映像は、星、地域的
な広がり、人のフォーカス、など、気持ち良く
視聴できる仕上がりになっている。業者に丸
投げではなく、震災を伝える当事者の間で、
石巻ではどんな映像をつくるか検討する

見せ方のアイ
ディア

神戸の東公園には灯りがあり地下にも水盤が
使われている。「がんばろう！石巻の会」では
灯りをともしているが、石巻には「水」の活用
例はない。空間を活かすために、「水」、「火」

を効果的に活用する



中核施設は伝承、防災教育の
学習活動に資する内容を取り
入れ、現場を訪問して防災の
授業、講話に関わる体制作りを

する
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４．施設のあり方

運営体制

中越のように、施設の「維持管理」や
「人件費」などには余りお金を掛けず
に、いかにして永久に語り継いで行く
かが、伝承の本質である。将来、維持
管理の負担になるような立派な展示
施設、管理施設などはつくらない

施設運営の担
い手

「メモリアル回廊」として、４か所の拠
点施設と３か所のメモリアルパーク公
園を設置し、それらを廻るコースを設
定している。施設の維持・管理は住民

が行っている

施設間の連
携体制

広域圏でも連携し、石巻市が中核と
なって、石巻地域独自の“命のきずな”
を構築していく必要がある。「復興祈念
公園」「まちなか伝承館」「文化施設」
「福祉施設」「慰霊碑」と、POなどとの

連携や調整も行う

大川・門脇・復興祈念公園・追悼や伝
承をすべて担当する行政の組織が必
要であり、あと5年で体制を作り上げる

には専門的に携わる人の存在が欠か
せない

震災遺構、資料館、研修室、
慰霊碑などを連動していく

学校教育との
接続

施設で学んだ子どもが、石巻内外、国
内外で、さらに次の世代に震災を伝え
られるように、若い人が積極的に語り
交流できる場をつくる。学校教育とリン

クさせる

地域住民の交
流の場づくり

地域の人が日常的に集まり活動しな
がら、外からの来訪者とも交流できる
ような施設を各地域につくり、地域住
民自身が運営を行い、それをサポート

するような体制を整える

中越の「郷見庵」のような、地域の人
たちの交流の場であり震災伝承の場

となるような施設をつくる

山古志の「おらたる」を案内してくれた
スタッフから地元への愛着が伝わって
きた。地域の人が中心となり施設を運

営する

施設があるだけでなく、そこ
で伝える人が大事

各情報館で連絡を取り合え
る連携体制をつくる
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４．施設のあり方

立地の決定

現在施設がある場所を少し変える
ことも視野に入れ（例えば牡鹿で
は鮎川浜でなく震源地に近い御番
所公園に拠点を移すなど）各地の

拠点をつくる

既存施設の活
用

旧市・町ごとに伝承拠点施設を設け、
それを基に巡る特色あるコースをつく
る（既にルートがつくられているところ
もある）。その際、なるべく既存施設を
活用し、地域住民が運営・維持・管理

を行うようにする

今ある施設で、今できること
をきちんとやっていく

南浜の祈念公園の拠点施設のほかに、各地区（できれば遺構
のある場所）にも説明機能があると良い。その際、中越のよう
な立派な施設をつくるのでなく、小さくても既存の資源を活用し
伝えていく。平成30年終了の構想のまちづくり情報交流館を、
震災を伝えられる内容に直したうえで、引き続き活用する

観光との接続

震災伝承では訪問者の数が最重要指
標ではないが、防災意識涵養、交流
人口増加の観点からも多くの方に訪
問してもらいたい。その上で「食事」、
「買い物」は人に訪問してもらうための

非常に大きな要素である

「がんばろう！石巻」看板の訪問者数は12時台に顕著な減少が

見られ、昼食前後に訪れる場所になっていることが客観的に明
らかとなっている。石巻では近い距離に宿泊施設の競合が存
在するため、せめて、「昼食」を提供できる機能・施設を充実さ
せ、午前・午後を通して石巻に滞在してもらえるような回遊プラ

ンを震災伝承基本計画に盛り込む

被災した場所に伝承情報館が
あるべきなので、河北情報館は
被災した大川小学校に移設を
し、大川小学校被災の情報を

公開する
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４．施設のあり方

南浜の拠点施
設・公園のあり

方

祈りの場であり、市民
が楽しく活動する場と
もなるような祈念公園

にする

祈念公園は立地上南浜の
地域性を踏まえたものにな
るが、石巻のみならず、宮
城県を代表する震災伝承
の場として整備する

国営公園では市内各地
の状況も網羅し、学術的
な成果も含め、世界的な

規模で発信する

最大被災地として、東日本
大震災の全体像を伝えて
いくような役割を担い、県
を代表する公園として県内
の沿岸他市町の被災のこ

とも伝える

祈念公園の中核的施
設は市外の方にも来
てもらえる県を代表す

る施設にする

追悼空間につ
いて

3月11日や月命日などの特別

な慰霊の日と、訪問者が手を
合わせるそれ以外の日では
訪れる人数が全く違うため、
「手をあわせる場所」の空間
づくりには工夫が必要

広島の「国立広島原爆死没者追
悼平和祈念館」みたいな、死者を
追悼出来る施設もあると良い。多く
の遺族はもとより、その子孫の
人々もそこに行けば会える・・・み

たいな場を作る

石巻での「献花」の機能は、祈る方向、
花を手向ける方向等、2遺構、1公園とも

に納得感の醸成が必要。（優れたデザ
インで誰もが頷くような答えが実現でき
るなら別だが、必ずしも広島のようにビ
シッとした軸線である必要はない）

それぞれの場所にお
ける追悼空間の在り
方については、建物以
上に議論すべき

石巻では追悼場所が複数になる
ので、それぞれが「誰を」対象とし
て追悼している場所なのか、個人
名を見える形にすべきなのか、等、

共有する


